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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年8月19日(2021.8.19)

【公開番号】特開2020-46539(P2020-46539A)
【公開日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2020-012
【出願番号】特願2018-174993(P2018-174993)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｅ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年7月7日(2021.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　投写倍率を変化させるズーム機能を備え、最も縮小側に位置する縮小側レンズにテレセ
ントリック光学系からの光線が導入され、広角端における最大半画角が２５°以上、４０
°以下の投写光学系において、
　拡大側から前記縮小側に向かって順番に、第１レンズ群、第２レンズ群、第３レンズ群
、第４レンズ群、第５レンズ群、第６レンズ群、および第７レンズ群からなり、
　前記第１レンズ群および前記第７レンズ群は、前記投写倍率を変化させる際に固定され
、
　前記第２レンズ群、前記第３レンズ群、前記第４レンズ群、前記第５レンズ群、および
前記第６レンズ群は、前記投写倍率を変化させる際に光軸に沿って移動し、
　前記第２レンズ群は、１枚の正レンズからなり、
　前記第３レンズ群は、１枚の正レンズからなり、
　前記第４レンズ群は、１枚または２枚の正レンズと、前記拡大側の面および前記縮小側
の面がそれぞれ前記拡大側に曲率中心を有する１枚の負レンズからなり、
　前記第５レンズ群は、前記拡大側の面および前記縮小側の面がそれぞれ非球面でありか
つ前記縮小側に曲率中心を有する１枚の負レンズからなり、
　広角端における最大半画角をωとし、前記広角端の全系焦点距離をｆｗ、望遠端の全系
焦点距離をｆｔ、前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１、前記第５レンズ群の焦点距離をｆ
５とし、前記広角端のＦＮＯをＦＮｗ、前記望遠端のＦＮＯをＦＮｔとし、前記第２レン
ズ群の正レンズの屈折率をｎｄ２とし、前記第４レンズ群の最も前記拡大側に位置する正
レンズの屈折率をｎｄ４１、アッベ数をν４１とし、前記第４レンズ群の負レンズの屈折
率をｎｄ４２、前記第４レンズ群の負レンズのアッベ数をν４２としたときに、以下の条
件式（１）～（８）を満足し、
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　１３枚以下のレンズからなることを特徴とする投写光学系。
　１．２　＜　｜ｆ１／ｆｗ｜　＜　１．５　　　　（１）
　１．４　≦　ｆｔ／ｆｗ　≦　１．８　　　　　　（２）
　１．４　≦　ＦＮｗ　≦　１．８　　　　　　　　（３）
　１．０５　＜　ＦＮｔ／ＦＮｗ　＜　１．２５　　（４）
　１．５　＜　｜ｆ５／ｆｗ｜　＜　３．５　　　　（５）
　１．７５　＜　ｎｄ２　＜　２．０　　　　　　　（６）
　０．２　＜　ｎｄ４２－ｎｄ４１　＜　０．５　　（７）
　２０　＜　ν４１－ν４２　＜　７０　　　　　　（８）
【請求項２】
　請求項１に記載の投写光学系であって、
　前記第２レンズ群の正レンズのコバ厚みが１ｍｍとなるときのレンズ径をＤ２、前記第
２レンズ群の正レンズの中心肉厚をｔ２とし、前記第３レンズ群の正レンズのコバ厚みが
１ｍｍとなるときのレンズ径をＤ３、前記第３レンズ群の正レンズの中心肉厚をｔ３とし
たときに、以下の条件式（９）および条件式（１０）を満たすことを特徴とする投写光学
系。
　５　＜　Ｄ２／ｔ２　＜　１５　　（９）
　６　＜　Ｄ３／ｔ３　＜　１５　　（１０）
【請求項３】
　請求項１または２に記載の投写光学系であって、
　前記第５レンズ群の負レンズの屈折率をｎｄ５、前記第５レンズ群の負レンズのｇ線と
Ｆ線の部分分散比をＰｇ５としたときに、以下の条件式（１１）および条件式（１２）を
満たすことを特徴とする投写光学系。
　１．６５　＜　ｎｄ５　＜　１．８５　　（１１）
　０．５３　＜　Ｐｇ５　＜　０．６１　　（１２）
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の投写光学系であって、
　前記第６レンズ群は、２枚のレンズを接合した１つの接合レンズを備え、
　前記接合レンズは、前記拡大側から前記縮小側に向かって順番に、負レンズと、正レン
ズとからなり、
　前記接合レンズの負レンズのｄ線の屈折率をｎｄ６１、前記接合レンズの負レンズのア
ッベ数をνｄ６１、前記接合レンズの正レンズのｄ線の屈折率をｎｄ６２、前記接合レン
ズの正レンズのアッベ数をνｄ６２としたときに、以下の条件式（１３）および条件式（
１４）を満たすことを特徴とする投写光学系。
　０．２　＜　ｎｄ６１－ｎｄ６２　＜　０．５　　（１３）
　３０　＜　νｄ６２－νｄ６１　＜　７０　　　　（１４）
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の投写光学系であって、
　前記第２レンズ群の正レンズのｄ線の屈折率をｎｄ２、前記第２レンズ群の正レンズの
アッベ数をνｄ２、前記第３レンズ群の正レンズのｄ線の屈折率をｎｄ３、前記第３レン
ズ群の正レンズのアッベ数をνｄ３としたときに、以下の条件式（１５）および条件式（
１６）を満たすことを特徴とする投写光学系。
　０　＜　ｎｄ２－ｎｄ３　＜　０．３５　　（１５）
　｜νｄ２－νｄ３｜　＜　３０　　　　　　（１６）
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の投写光学系であって、
　前記第１レンズ群の最も前記拡大側の第１レンズの前記拡大側の面および前記縮小側の
面のそれぞれは、非球面であり、かつ、近軸の曲率中心が前記拡大側にあり、サグ量の向
きが面内で変わることを特徴とする投写光学系。
【請求項７】
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　請求項１から６のいずれか一項に記載の投写光学系であって、
　前記第７レンズ群は、１枚の正レンズからなり、
　前記第７レンズ群の正レンズのｇ線とＦ線の部分分散比をＰｇＦｌ、前記第７レンズ群
の正レンズのアッベ数をνｄＦｌとしたときに、以下の条件式（１７）を満たすことを特
徴とする投写光学系。
　ＰｇＦｌ　＞　－０．００１６×νｄＦｌ＋０．６２　　（１７）
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の投写光学系であって、
　前記第１レンズ群は、少なくとも２枚の負レンズを備え、
　前記第１レンズ群が備える負レンズのうちの最も前記縮小側に配置された縮小側負レン
ズは、前記拡大側の面および前記縮小側の面がそれぞれ凹面であり、
　縮小側負レンズのアッベ数をνｄ１３としたときに、以下の条件式（１８）を満たすこ
とを特徴とする投写光学系。
　６０　＜　νｄ１３　＜　９５　　（１８）
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか一項に記載の投写光学系であって、
　広角端のバックフォーカスの空気換算長をＢＦとした場合に、以下の条件式（１９）を
満たすことを特徴とする投写光学系。
　１．４　≦　ＢＦ／ｆｗ　≦　２．０　　（１９）
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか一項に記載の投写光学系と、
　前記投写光学系のバックフォーカスの位置に配置された画像表示素子と、
　を有することを特徴とする投写型画像表示装置。
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